
家事シェア促進事業 【石川県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,７３８ 千円

交付金額 ８６９ 千円

事業番号 ２

・男性の家事育児時間の拡大に向けて、家事シェアと家事アウト
ソーシングの双方の観点から、男性の家事育児参画を呼びか
け、女性の負担軽減につなげる。

・固定的な性別役割分担意識の解消に向けたイベントの開催に
より、県内全体の女性活躍の気運を醸成する。

共働き世帯の夫の1日当たりの家事関連時間：60分（R8）

・男性の育児休業の取得率が全国平均より低く、共働き世帯
の夫の１日あたりの家事関連時間は全国最下位となっている。

・女性管理職比率についても、全国平均より低い。
・「社会全体での男女の地位の平等」について、平等と感じる人の
割合が少なく、男女間の意識でもギャップが拡大している。

・県内市町
・いしかわ就職・定住総合サポートセンター（ILAC）
・（一社）HAPPY WOMAN

・家事の負担軽減につながる家事アウトソーシングに関する
情報発信の強化

・国際女性デー(３/８)に合わせた女性活躍推進イベント等の
実施

・国際女性デーイベントの開催を通じて、国際女性デーの認知度を
  高めるとともに、広く県民を啓発することで、女性活躍の気運醸成
を図った。

・イベント参加者数：３，５００人（男性半数、20～30代を含む全世代）

共働き世帯の夫の1日当たりの家事関連時間を増やすため、
事業内容を家事育児の実践に繋がるようなものにブラッシュ
アップし、広報・周知も強化する必要がある。



事業の概要

（1家事の負担軽減につながる家事アウトソーシングに関する情報発信の強化

        家事のアウトソーシングに対する抵抗感をなくし、家事や育児の負担を軽減するために有効な手段であることを知ってもらうため、
R５よりサービス内容や事業者情報、体験談を発信している。併せて、さらなる利用促進に向け、広報・周知等を強化した。 

（2）国際女性デー(３/８)に合わせた女性活躍推進イベント等の実施

 国連が定める3/8の国際女性デーに合わせて、今年度新たに「共に創る未来フェスin石川」を開催するとともに、県内市町と連携し、
 イエローライトアップやミモザの装飾等を実施し、女性活躍の推進や男女共同参画社会の必要性を県下一斉に啓発し、さらなる  

女性活躍に向けた気運醸成を図った。

    ・「共に創る未来フェスin石川」の開催
   内容：スペシャルトーク、家事シェア動画の放映、女性向けの就職相談ブースの設置等
   来場者数：3,500人（※合同開催の「HAPPY WOMAN FESTA 2025 ISHIKAWA」も含む）

    ・イエローライトアップの実施
    ・ミモザの装飾
    ・知事メッセージの発信
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